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１．�はじめに

中野　本ジャーナル誌の主な読者であるアナリス

トやファンドマネジャーは、日々、企業が公表す

る財務情報や非財務情報、独自に獲得する定性情

報などを総合し、企業価値の分析・評価・投資を

行っている。近年の学術論文では、株価変動の説

明要因に使われる財務情報の説明力が大幅に低下

しているとの報告もある（Lev and Gu［2016］ 

The End of Accounting and The Path Forward for 

アナリストの新たな分析視点
－非財務情報の活用法－

１．はじめに
２．重要な非財務情報とは何か
３．企業価値評価モデルや投資意思決定における

非財務情報
４．統合報告書と非財務情報開示の現状と課題

５．非財務情報の開示が進むことによるメリット
とデメリット

６．非財務情報の入手・分析の工夫とアナリスト
の役割
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